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           本工事は、安全で円滑な交通確保と緊急輸送など防災機能の向上を目的とした現道 

拡幅工事である。崩壊斜面の危険性のある場所での不測の事態が発生したにも拘わら 

ず、様々な緊急安全対策を講じ、自発的かつ積極的に二次災害の防止に努めたことに 

より事業進捗への悪影響を最小限に留め、無事故・無災害で完工させた。また、施工 

計画の変更を余儀なくされたにも拘わらず、設計の見直しに積極的に関わることで最 

適工法の選択に大きく寄与した。以上のように、困難な自然的条件を克服し、かつ工 

事の安全管理に最大限努めるとともに、技術提案にも積極的に関わり、特に顕著な成 

果をあげたもので他の模範となる優良工事である。 

 

 
 
 
 
 
 
 

工 事 名   国道２８０号交付金（道路改築）工事 

施工箇所   東津軽郡今別町大字砂ヶ森地内 

請 負 者   ㈱木村建設    県土整備部長表彰  

主任技術者  阿部 雅彦     優良技術者表彰  

請負額 51,968,700 円 

評定点 85 点 

代表者 代表取締役 木村 敏明 

現場代理人 阿部 雅彦 

主任技術者 阿部 雅彦 

推薦公所  東青地域県民局 

地域整備部 

総括監督員 今井  卓 

主任監督員 永澤 親兼 

監 督 員 櫻庭 嗣大 

工 事 概 要 

工   期 平成 25 年 7 月 19 日～平成 26 年 3 月 25 日

完成年月日 平成 26 年 3 月 25 日 

概  要  施工延長 L=70m 

道路土工 N=1 式 

 地盤改良・舗装工 A=612m2 

 法面工（植生・法枠・抑止工） N=1 式 

カルバート・排水構造物工 L=265m 

  

受賞コメント 

このたび、栄誉ある県土整備部長表彰を賜り、誠にありがとうご

ざいます。本工事においてご指導いただきました監督職員の皆様、

ご協力いただいた関係各位の皆様には心から感謝申し上げます。 

今後もこの受賞を励みに、安全面、品質面において責任ある企業

としてのプライドを持ち、顧客の満足度をより一層高めるため社員

一同努力し、地域社会の発展のために貢献していきたいと思います。
主任技術者 

阿部 雅彦 

表彰理由 

代表取締役 

木村 敏明 

平成２６年度 青森県県土整備部優良工事表彰（県土整備部長表彰） 

  

 

【完成写真】 

 

 

【緊急安全対策】 

【安全管理】 【現場施工協議】 
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工 事 名   国道１０２号防雪工事 

施工箇所   黒石市大字板留地内 

請 負 者   ㈱桜庭建設    県土整備部長表彰  

主任技術者  桜庭 仁       優良技術者表彰  

請負額 51,192,750 円 

評定点 83 点 

代表者 代表取締役 桜庭 仁 

現場代理人 桜庭 仁 

主任技術者 桜庭 仁 

推薦公所  中南地域県民局 

地域整備部 

総括監督員 櫻庭 利光 

主任監督員 相馬 宏 

監 督 員 若松 寛 

工 事 概 要 

工   期 平成 25 年 8 月 13 日～平成 26 年 3 月 25 日

完成年月日 平成 26 年 3 月 17 日 

概  要  施工延長 L=40.8m 

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄｼｪﾙﾀｰ下部工  N=1.0 式 

場所打杭（ｵｰﾙｹｰｼﾝｸﾞ工） N=8 本 

受台工                   N=1.0 式 

             道路土工       N=1.0 式 

       排水構造物工     N=1.0 式 

受賞コメント 

 

この度は、身に余る賞を賜り誠にありがとうございます。 

ご指導いただきました監督職員の皆様、ご協力いただいた関係各位

の皆様には心から感謝申し上げます。 

今後もこの受賞を励みとし、建設技術の向上と安全に配慮し、社会

資本整備を通して地域へ貢献して参ります。 

表彰理由 

 本工事はスノーシェルター下部工を施工するもので、既設トンネル間での作業となり、杭打ち機械の

組立、資機材の搬入設置及び掘削残土の仮置き等、仮設ヤードの確保が課題であったため、構造計算を

行いＨ鋼・覆工板・敷鉄板等を使用し、仮設ヤードを確保した。また、NTT 埋設管及び東北電力高圧線

が複雑に埋設されていたため、電線管理者との協議により、床掘と平行してＨ鋼・単管等を使用し埋設

管を移設せずに工事を円滑に実施した。 

 以上のように困難な条件を克服し、かつ工事の安全管理に努め、特に顕著な成果を上げたので、他の

模範となる優良工事である。 

代表取締役及び主任技術者 

桜庭 仁 

平成２６年度 青森県県土整備部優良工事表彰（県土整備部長表彰） 

完成写真 下部工 L=40.8m 
【仮設ヤード確保】 

施工状況   →      完了

【埋設管支保】 
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工 事 名   妙売市線 交通安全施設整備 工事 

施工箇所   八戸市大字長横町地内 

請 負 者   株式会社 中栄建設   県土整備部長表彰  

主任技術者  吉田 裕貴           優良技術者表彰  

請負額 39,202,800 円 

評定点 82 点 

代表者 代表取締役社長 中村 稔彦 

現場代理人 吉田 裕貴 

主任技術者 吉田 裕貴 

推薦公所  三八地域県民局 

地域整備部 

総括監督員 若本  勉 

主任監督員 村舘  一明 

監 督 員 能登谷 武範 

工 事 概 要 

工   期 平成 25 年４月 26 日～平成 26 年１月 15 日

完成年月日 平成 25 年 12 月 13 日 

概  要  施工延長  L=245.4ｍ 

車道舗装工  A=985.0ｍ2 

歩道舗装工  A=354.0ｍ2 

側溝工    L=206.0ｍ 

縁石工    L=255.0ｍ 

受賞コメント 

 このたび、県土整備部長表彰を賜り、誠にありがとうございます。

ご指導いただきました監督員の皆様、ご協力をいただいた関係各位の

皆様には心より感謝と御礼申し上げます。今後ともこの受賞を励みと

し、地域社会の皆様に貢献し満足できるような施工を心掛け、施工品

質の向上と地域とともに歩んでいく企業を目指し、これからの更なる

飛躍に一層努力研鑽して参りたいと思っておりますので、関係各位の

更なるご指導を賜りますよう宜しくお願い申し上げます。 

主任技術者 

吉田 裕貴 

表彰理由 

 本工事は、車道舗装及び歩道舗装を施工するものであり、八戸市中心商業地区での施工であるた

め、作業スペースが狭小なうえ支障物件や沿道店舗との調整など課題が多かったが、これらに積極

的かつ主体的に対応し、円滑に工事を進めた。インターロッキングブロック切断加工時における除

塵機使用による粉じん飛散防止対策を実施し、また、小型切削機使用により通行止め日数を減らす

工夫に努め、夜間工事の際は「高出力ＬＥＤを光源とする投光機（NETIS 登録製品）」を使用して消

費電力削減に努めるなど、環境保全及び省力化の工夫や新技術の採用に積極的に取り組んだ。 

以上のように、困難な施工条件を克服し、新技術の活用に努め能率向上に成果を上げたもので他

の模範となる優良工事である。 

代表取締役社長 

中村 稔彦 

平成２６年度 青森県県土整備部優良工事表彰（県土整備部長表彰） 

社長の顔写真 代理人の顔写

真 

完成写真 

粉じん飛散防止対策 

（除塵機の使用） 

消費電力の削減 

(高出力 LED 投光機) 

小型切削機の使用 
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右岸完成 

工 事 名   十川広域河川改修工事 

施工箇所   五所川原市大字姥萢 地内 

請 負 者   齋勝・宝森・三和特定建設工事共同企業体 県土整備部長表彰 

監理技術者  津島 和伸（齋勝建設(株)）    優良技術者表彰 

主任技術者  高松 由紀子（宝森建設興業(株)） 優良技術者表彰 

主任技術者  下山 日出雄（(株)三和建設）   優良技術者表彰 

請負額 654,071,250 円 

評定点 ９０点 

代表者  

齋勝建設(株)    代表取締役  齋藤彰浩 

宝森建設興業(株)  代表取締役 葛西俊蔵 

(株)三和建設   代表取締役 三和武人 

現場代理人 久米田 武人（齋勝建設(株)） 

監理技術者 津島 和伸 （齋勝建設(株)） 

主任技術者 高松 由紀子（宝森建設興業(株)）

主任技術者 下山 日出雄（(株)三和建設） 

推薦公所  西北地域県民局 地域整備部 

総括監督員 寺田 好孝 

主任監督員 小田桐 信明 

監 督 員 増田 淳一 

工 事 概 要 

工   期 平成 23 年 3 月 23 日～平成 26 年 3 月 25 日 

完成年月日 平成 26 年 3 月 25 日 

概   要  

施工数量   Ｎ＝１箇所 

可動堰本体工 Ｌ＝85.3m 

樋門本体工  Ｎ＝１基 

法覆護岸工  Ｌ＝91.4m（左岸 49.0m、右岸 42.4m）

護床工    Ｌ＝21.0m（上流 8.0m、下流 13.0m）

魚道工    Ｎ＝１箇所 

表彰理由 

 当該工事は、十川広域河川改修事業における河道拡幅に伴う相原頭首工の改築を行うものであり、H23 年 3 月

～H26 年 3 月の 3カ年にわたる長期の工事となった。 

当該頭首工は２門式であり、工事は半川締切による片門ずつの通年施工で行った。その間、既往最大水位を上

回る２度の大洪水（H24.7.16、H25.9.16）や融雪出水等により締切矢板を超える洪水が延べ８度発生し、締切内

施工ヤードの冠水や、締切矢板の変形による遮水性の低下によって常時排水をせざるを得なくなったことから、

供給電源を発電機から商用電源に切り替え、発電機の給油作業や油漏れ等のリスクを回避したことにより、ドラ

イワーク環境の継続的確保と現場の安全確保が図られた。また、早めのフォローアップを実施したことにより遅

れることなく工期内に完成させた。 

 地域住民への対応においては、右岸川裏が住宅地であることから、現場周辺数カ所に工事案内の看板を設置し

たり、現場の仮囲網板や防音シート（L=200m）を設置して住民の安全確保や騒音対策に努めた。また右岸堤防天

端が自転車道となっているが、工事期間中は迂回路を設置して通行止めにはせず、周辺町内会のイベント時や自

転車通学の生徒が通う学校等へ工事案内のパンフレットを配布して地域住民へ理解と協力を求めた。 

 上記のように施工能力が優れ、地元対策も優秀であり、他の模範となる優良工事である。 

平成２６年度 青森県県土整備部優良工事表彰（県土整備部長表彰） 

防音シート設置
L=200m 

 

鋼矢板変形 

出水時の状況(H25.9.16)

案内看板

商用電源引込み 完 成 

左岸完成 
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受賞コメント 

齋勝・宝森・三和特定建設工事共同企業体（齋勝建設(株)） 

この度、県土整備部長表彰を賜り、誠にありがとうございます。

この栄誉は、西北地域県民局地域整備部河川砂防施設課のご指導と、

地域住民の皆様のご協力の賜と心得ております。心より感謝と御礼

を申し上げます。弊社は、高品質、高効率の施工を目指し、品質・

環境・安全のシステムを運用し、社員の資質向上を図っております。

今後もこの栄誉を励みに、益々技術力の研磨に努め良質な建設工事

を通して、地域発展のために貢献いたします。 

齋勝建設(株) 

監理技術者 

津島 和伸 

齋勝建設(株) 

代表取締役 

齋藤 彰浩 

受賞コメント 

齋勝・宝森・三和特定建設工事共同企業体（宝森建設興業(株)） 

このたび、栄誉ある県土整備部長表彰を賜り、心より感謝と御礼

を申し上げます。ご指導戴きました監督職員の皆様、並びに地域の

皆様にご協力を頂き、無事完成を迎える事ができました。 

今後も、この度の受賞を励みに安全・品質・環境に配慮し、更な

る技術の研鑽に努めるとともに、地域社会に貢献できるよう努力し

て参りますので、更なるご指導、ご鞭撻を賜りますよう宜しくお願

い申し上げます。 

宝森建設興業(株) 

代表取締役 

葛西 俊蔵 

宝森建設興業(株)

主任技術者 

高松 由紀子 

受賞コメント 

齋勝・宝森・三和特定建設工事共同企業体（(株)三和建設） 

このたび、県土整備部長表彰の受賞にあたり、ご指導頂きました、

関係各位の皆様に厚く御礼申し上げます。今回の受賞は社員にさら

なる向上心の奮起となるものと深く感謝致しております。地域貢献

をモット－とする私共にとりまして、この上ない栄誉に存じており、

今後も品質向上・顧客満足度を追求し、多くの地域貢献を目指す所

存であります。西北地域県民局地域整備部監督職員の皆様をはじめ

関係各位の更なるご指導を賜りますよう宜しくお願い申し上げま

す。 

(株)三和建設 

代表取締役 

三和 武人 

(株)三和建設 

主任技術者 

下山 日出雄 
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工 事 名   三沢海岸高潮対策工事 

施工箇所   三沢市三川目地内 

請 負 者   ㈲中村建設    県土整備部長表彰  

監理技術者  小栗 秀一     優良技術者表彰  

請負額 88,466,700 円 

評定点 ８１点 

代表者 代表取締役 中村 三男 

現場代理人 小栗 秀一 

監理技術者 小栗 秀一 

推薦公所  上北地域県民局 

地域整備部 

総括監督員 工藤 康正 

主任監督員 水木 清志 

監 督 員 鹿内 修 

工 事 概 要 

工   期 平成 25年 8 月 9 日～平成 26年 3 月 25日

完成年月日 平成 26 年 3 月 24 日 

概  要  施工延長 L=92.0m 

      海岸堤防 L=92.0m 

受賞コメント 

このたび、県土整備部長表彰を賜り、誠にありがとうございます。

ご指導いただきました監督職員の皆様、また、ご協力いただきまし

た関係各位の皆様に心から感謝申し上げます。 

 今後ともこの受賞を励みとし、全社を挙げて「信頼される製品の

提供」に努力を重ね、皆様にさらなる貢献ができます様、精進して

参りたいと思います。 
監理技術者 

小栗 秀一 

表彰理由 

 本工事は、東日本大震災の津波被害を受けた三川目地域において、海岸堤防を新

設する工事であり、同時発注で複数業者による作業範囲の制約が厳しい施工環境の

中で、積極的な工程調整及び多種多様な創意工夫により、円滑に工事を完遂した。 

工区内に仮桟橋を自主的に設置し、工事材料や作業機械の搬入路を独自に確保する

など工夫をした。又、ブロック据付時においては、製品の特性を検証し、特注ワイ

ヤーによる玉掛方法を確立し、安全な施工と工程の促進に努めた。厳しい現場条件

の中で確実な施工及び工程調整が特に優秀であり、又積極的な創意工夫をしており、

他の模範となる優良工事である。 

代表取締役 

中村 三男 

完成写真(天端) 

完成写真(海側) 

完成写真(陸側) 

仮桟橋の設置 

 

 
模型を使った吊具検討 

 

 

 

 

 
冬期雪寒囲い 

簡易脱着足場 簡易土留を利用した水替

重機ﾒｰｶｰを招いての 
安全講習会 

海 側 陸 側 

工事起点 

工事終点 

▽T.P.7.00 

海岸堤防 L=92.0m 

海岸堤防 L=92.0m 

平成２６年度 青森県県土整備部優良工事表彰（県土整備部長表彰） 
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工 事 名   三沢十和田線交通安全施設整備工事 

施工箇所   十和田市大字三本木地内 

請 負 者   田中建設(株)    県土整備部長表彰  

主任技術者  竹ヶ原大輔      優良技術者表彰  

請負額 29,287,650 円 

評定点 86 点 

代表者 代表取締役 田中陽一 

現場代理人 竹ヶ原大輔 

主任技術者 竹ヶ原大輔 

推薦公所  上北地域県民局 

地域整備部 

総括監督員 田中 力 

主任監督員 内海達也 

監 督 員 蝦名康郎 

工 事 概 要 

工   期 平成 25 年 3 月 29 日～平成 25 年 12 月 25 日 

完成年月日 平成 25 年 12 月 20 日 

概  要  施工延長 L=161.9m（交差点改良 N=1.0 式）

排水工    L=284.7m 

車道舗装工  A=1,470.0ｍ2 

歩道舗装工  A=280.0ｍ2 

縁石工    L=86.3ｍ 

照明工    N=2.0 基 

受賞コメント 

この度は、大変身に余る賞を頂き、誠にありがとうございます。

賞を頂けたのは、ご指導を頂いた関係各位皆様のおかげであり、心

から感謝とお礼を申し上げます。 

今後は、さらにこの賞を励みとし「信用と技術」の社是のもと地

域社会から信頼され、必要とされる企業として精進して参ります。 
今後とも、ご指導、ご鞭撻を承りますようお願い申し上げます。 

主任技術者 

竹ヶ原 大輔 

表彰理由 

 本工事は十和田市中心部における十和田市道との交差点改良及び児童通学路歩道

整備事業である。当該路線は交通量が非常に多くかつ施行箇所付近には沿道商店及

び学校施設が集中しているため、歩行者・自転車交通量も非常に多い地区という条

件の下で、上下水道及び電気・通信埋設ケーブル等の移設工事との調整を図るため、

連絡協議会を設置し本工事の現場代理人が率先して連絡調整を行った結果、苦情・

トラブル等一切なく降雪前に竣工させた。以上から、困難な環境条件を克服し、特

に施行中の歩行者安全確保へ努める姿勢が顕著であるとともに、工事の出来栄え・

品質共に特に優れており、他の模範となる優良工事である。 

代表取締役 

田中 陽一 

平成２６年度 青森県県土整備部優良工事表彰（県土整備部長表彰） 

完成写真 

連絡協議会 歩行者誘導 作業半径内監視システム
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H26-A007 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

工 事 名   国道 279 号道路災害防除工事 

施工箇所   下北郡風間浦村大字易国間地内 

請 負 者   ㈱熊谷建設工業    県土整備部長表彰  

主任技術者  駒井 康博         優良技術者表彰  

請負額 49,144,200 円 

評定点 83 点 

代表者 代表取締役社長 熊谷 國治 

現場代理人 駒井 康博 

主任技術者 駒井 康博 

推薦公所  下北地域県民局 

地域整備部 

総括監督員 木村 義男 

主任監督員 瀬川 義幸 

監 督 員 工藤 智也 

工 事 概 要 

工   期 平成 25 年 9 月 4 日～平成 26 年 3 月 25 日 

完成年月日 平成 26 年 3 月 5 日 

概  要  施工数量 N=1.0 式 

アンカー工(RC 受圧板) N=   40.0 本 

落石防護網工        A=1,374.0 ㎡ 

落石防護柵工          L=   57.0ｍ 

受賞コメント 

このたび、県土整備部長表彰を賜り、誠にありがとうございます。

ご指導いただきました監督職員の皆様、ご協力いただいた関係各位

の皆様に感謝申し上げます。今後もこの受賞を励みとし、施工品質

の向上、安全を第一に考えた施工を心掛け、皆様に貢献できるよう、

努力して参りたいと思います。 

主任技術者 

駒井康博 

表彰理由 

 本工事は、風間浦村易国間地区国道２７９号落石対策の一環として、道路山側に設

置してあるブロック積擁壁をグラウンドアンカーにより補強を行なったものである。

当該箇所は、アンカー定着部の地質の不良によるグラウト材の漏逸、冬期施工による

削孔水の凍結等、種々の問題点が危惧されるところであったが、施工者の経験と努力

によりそれらを克服できた。困難な現場条件にも関わらず良好な品質を確保し、顕著

な成果をあげたものであり、他の模範となる優良工事である。 

代表取締役社長 

熊谷國治 

平成２６年度 青森県県土整備部優良工事表彰（県土整備部長表彰） 

                完成写真                        グラウト注入             フロー値試験 

 

 

 

 

                                                 確認試験                社内パトロール 
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       完成写真               ウニの移植（放流）        捨石の洗浄 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

工 事 名   焼山崎海岸高潮対策工事 

施工箇所   下北郡風間浦村大字下風呂地内 

請 負 者   磯沼建設㈱    県土整備部長表彰  

主任技術者  吉内誠一       優良技術者表彰  

請負額   126,181,650 円 

評定点   84 点 

代表者  代表取締役 磯沼睦夫 

現場代理人  吉内誠一 

主任技術者  吉内誠一 

推薦公所   下北地域県民局 

地域整備部 

総括監督員  工藤満典 

主任監督員  大崎順一 

監 督 員  金 俊之 

工 事 概 要 

工   期 平成 25 年 7 月 17 日～平成 26 年 3 月 25 日

完成年月日 平成 26 年 2 月 13 日 

概  要  施工延長 L=38.0m 

人工リーフ工  L=38.0m 

 

受賞コメント 

この度は、栄誉ある県土整備部長表彰を賜り、誠にありがとう

ございます。 

ご指導いただきました監督職員の皆様並びにご協力を頂きま

した地域住民の皆様に、心より感謝申し上げます。 

この受賞を励みとし、安全・安心を第一に「凡事徹底」の精神

で地域社会に貢献できるよう努力してまいりますので、今後とも

ご指導、ご鞭撻を賜わりますようお願い申し上げます。 
主任技術者 

吉内誠一 

表彰理由 

本工事は、沖合に人工リーフを施工するもので、施工区域周辺は水産資源が豊富なため、施工前

に地元漁協立会いのもとウニ・アワビを移植し、水産資源の保護に努めたほか、水産資源への影響

を最小限に留めるために、使用する捨石について、原石山にて洗浄を行い泥を落とした捨石を使用

するなど積極的に環境保護に取り組んだ。また、作業工程について地元漁業者への周知を適切に行

うとともに、波浪による災害や工期の遅延対策として、民間気象会社から下風呂地区における局地

的な気象海象予報の提供を受け、安全管理及び工程管理を適切に行い工期に余裕をもって完成させ

た。このように環境保護、安全管理、工程管理などに優れ、他の模範となる優良工事である。 

代表取締役 

磯沼睦夫 

平成２６年度 青森県県土整備部優良工事表彰（県土整備部長表彰） 
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